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論文題目

A study on chemical biology of nitrit巴 formationin green vegetables. 

(緑色野菜中の亜硝酸生成における化学生物学の研究)

審査要旨 (20 0 0字以内)

亜硝酸は、メ卜ヘモグロビン血症やニトロソアミンのような発がん性物資生成に関わる事か

ら、長らく生体毒として認識されてきた。そのため、野菜や加工肉および飲料に含まれる亜硝

酸 ・硝酸含量は各国で厳しく制限されている。緑色野菜の硝酸含量は非常に高く、過去の研究

では、亜硝酸も含まれていることが報告されている。近年、健康維持の観点から野菜食が推奨

されているが、葉野菜に含まれている硝酸および亜硝酸の生理学的な意義、即ち、有害か有益

かについては議論が大きく分かれているのが現状である。



(次頁へ続く)

本学位論文では、練色葉野菜の亜硝酸・硝酸に関する混乱した現状を、ケミカノレバイオロジ

ー(化学生物学)の観点から再検討している。論文は 5章から構成されており、亜硝酸定量分

析法の検討、緑色葉野菜で亜硝酸が生成されるメカニズムの検討、および、有機窒素化合物か

らE硝酸を遊離する化学反応の検討を行っている。これまで、毒性しか知られていなかった硝

酸・亜硝酸に、一酸化窒素の前駆体としての意義を指摘し、単純無機窒素化合物に新たな有益

性を提唱している。

本研究の学術的な意義は、野菜のE硝酸生成の原因を明らかにし、過去の研究報告の矛盾を

説明する知見を得たことである。また、有機ニトロ化合物の酸化分解によって亜硝酸が生成さ

れる反応を見いだしたことは、学術的に新規性が高いだけでなく、今後の薬学(摸方)、健康

科学、食品化学、植物生理学の広領域の分野に波及展開が期待できる成果である。

学位論文の内容は、英文国際学術雑誌ー篇、英文国際専門誌二篇、和文園内学術雑誌ー篇と

して出版されている。関連専門分野での評価を既に受けており、学術的水準は担保されている。

最終試験を平成29年8月10日に行ったo 40分間の口頭発表の後、 20分間の質疑応答を行い、評価

について、 8月14日に論文審査委員会を開催し審議を行った。論文審査委員三名で、提出学位論

文、論文業頼、研究履歴を精査し、評価に係る審議を行った。

委員会の結論として、本研究成果は理学的に有用であり、提出された学位論文は博土の学位

論文に相当するものと判断し、学位論文の審査を合格とした。また、論文発表会における発表

ならびに質疑応答において、申請者は専門分野および関連分野の十分な知識ならびに十分な研

究能力を有していることが確認できたので、最終試験を合格とした。学力確認のための外国語

の試験は、申請者が本研究科を単位取得退学していることから、琉球大学学位規則第14条 (2)

「本学大学院の博士課程に所定の標準修業年限以上在学し、所定の単位を修得して退学した者

が退学後 3年以内に学位論文を提出したときは、学力の確認を免除することができる。」を適

用し、英文での学位論文の提出をもって、学力試験を合格とした。


